
『
日
韓
貴
本
紀
』

の
園

芸奪
実翌
神日干
の函

雇玄
具
有
'性

は
じ
め
に

本
論
で
は
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
に
お
け
る
天
照
犬

神
の
両
性
具
有
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『
日
韓
貴
本
紀
』
の
、
諸
本
や
書
誌
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、

伊
藤
氏
の
ご
研
究
が
あ
る
。
伊
藤
氏
に
よ
る
と
『
日
誇
貴
本
紀
』
の

伝
本
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

①
真
福
寺
文
庫
本
↓
奥
書
は
な
し
。
『
真
福
寺
普
本
目
録
』
に

よ
れ
ば
鎌
倉
時
代
写
。

②
天
理
図
書
館
本
↓
奥
書
は
、
永
徳
元
年
(
一
三
八
一
)

田

唯

永
徳
元
年
酔
九
月
六
日
於
法
隆
寺
学
問
寺

西
国
以
堅
盤
殿
御
本
令
筆
写
之
本

相
似
沙
門
宗
樹
(
花
押
)

③
早
稲
田
大
学
・
教
林
文
庫
本
↓
延
宝
五
年
(
一
六
七
五
)
覚

深
写
。

④
内
閣
文
庫
本
↓
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
)
写
。

⑤
神
宮
文
庫
イ
本
↓
奥
書
な
し
。

⑥
神
宮
文
庫
ロ
本
↓
奥
書
な
し
。

⑦
彰
考
館
本
↓
奥
書
な
し
。

⑧
河
野
雀
三
記
念
文
庫
↓
奥
書
な
し
。

⑨
高
野
山
↓
未
確
認
。
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編
者
に
関
し
て
は
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
官
頭
に
「
勅
詔
右
大
臣
玉

神
奉
」
と
あ
り
、
「
五
誇
敬
礼
崇
行
章
」
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

延
暦
十
七
年
[
戊
寅
]
九
月
十
八
日
之
今
為
彼
院
命
司
記
之

ま
た
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
末
尾
に
は
、

右
大
臣
従
二
位
王
神
王
天
智
天
皇
三
世
孫
士
山
貴
皇
子
之
孫

榎
井
親
玉
之
五
男
也

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
藤
氏
は
、

神
王
に
仮
託
し
た
も
の
で
、
本
書
の
成
立
は
南
北
朝
で
あ
り
、

仮
託
と
い
う
形
式
は
こ
の
種
の
神
道
書
に
お
い
て
は
常
套
的
な

も
の
で
あ
る
が
、
神
王
に
仮
託
し
た
も
の
は
他
に
例
を
見
な
い
。

神
玉
に
仮
託
し
た
も
の
と
し
、
詳
し
い
編
者
は
不
明
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
、
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、

妙
法
院
蔵
『
(
神
像
絵
巻
)
』
(
失
題
に
よ
る
仮
題
、
『
妙
法
院
史

料
』
第
六
巻
)
に
「
日
誇
貴
本
紀
云
」
と
し
て
序
の
全
文
、
次

い
で
第
一
章
「
禁
疎
極
伝
章
」
の
前
半
部
分
の
引
用
が
あ
る
。

同
書
は
奥
書
に
「
観
応
元
年
庚
寅
三
月
十
一
日
賜
小
野
僧
正
輿
|

御
本
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
成

立
は
、
観
応
元
年
(
一
三
五

O
)
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
、
伊
藤
氏
は
推
定
し
て
い
る
。
次
に
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
構
成

に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
伊
藤
氏
に
よ
る
と
、

①
禁
疎
極
伝
章
、
②
鳳
昨
印
明
秘
伝
章
、
③
現
相
目
前
章
、
④

在
所
霊
示
章
、
⑤
貴
現
分
明
章
、
⑥
益
術
与
秘
章
、
⑦
朋
体
座

注
章
、
⑧
秘
中
深
秘
極
密
章
、
⑨
皇
知
宜
徳
章
、
⑩
帝
徳
行
務

章
、
⑪
神
嗣
祭
文
章
、
⑫
祖
敬
崇
霊
章
、
⑬
天
神
明
現
章
、
⑭

地
祇
居
廟
章
、
⑮
人
王
即
位
章
、
⑮
政
務
道
直
章
、
⑪
五
詳
敬

礼
崇
行
章
、
⑮
奉
臣
検
越
章
。

の
よ
う
な
一
八
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
今
回
は
、
こ
の

中
の
①
禁
疎
極
伝
章
と
③
現
相
目
前
章
に
注
目
す
る
。
ま
た
、
今
回
、

『
大
神
宮
本
縁
』
と
『
日
本
記
三
輪
流
』
を
『
日
韓
貴
本
紀
』
と
比

較
し
て
論
じ
る
。
こ
の
う
ち
、
『
大
神
宮
本
縁
』
に
つ
い
て
伊
藤
聡

氏
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

(
『
日
韓
貴
本
紀
』
は
、
)
連
綿
た
る
相
承
を
経
た
秘
説
の
集
成

で
は
な
く
、
ま
た
特
定
の
人
物
に
よ
っ
て
著
述
さ
れ
た
も
の
で

も
な
く
、
同
時
代
の
複
数
の
神
祇
書
や
切
紙
等
を
継
ぎ
合
わ
せ
、

章
名
を
立
て
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
典
拠
が

判
明
し
て
い
る
の
は
、
①
、
③
の
一
部
、
④
で
あ
る
。
先
ず
①

は
、
『
伊
勢
大
事
』
(
神
宮
文
庫
・
金
沢
文
庫
に
伝
本
あ
り
)
と



い
う
独
立
し
た
切
紙
と
し
て
も
現
存
す
る
。

伊
藤
氏
の
御
論
の
中
の
①
と
は
、
本
論
で
注
目
す
る
『
日
議
貴
本

紀
』
の
「
禁
疎
極
伝
章
」
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
比
較
に
あ
げ
る

『
大
神
宮
本
縁
』
の
一
文
の
章
名
と
お
ぼ
し
き
題
名
が
「
伊
勢
大
事
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
伊
藤
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
神
道
切
紙
と
考
え

ら
れ
る
為
に
比
較
検
討
す
る
。
一
方
の
『
日
本
記
三
輪
流
』
に
関
し

て
は
題
名
通
り
、
三
輪
流
に
関
す
る
目
録
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
日
韓
貴
本
紀
』
に
見
ら
れ
る
思
想
に
三
輪
流
が
何
ら
か
の
影
響
を

与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
比
較
検
討
す
る
。

次
に
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
訓
に
関
し
て
山
本
ひ
ろ
子
氏
の
御
論

を
あ
げ
て
お
く
。

「
日
」
に
は
「
ナ
ン
ヂ
」
「
ヲ
ノ
レ
」
の
訓
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
「
日
」
ま
た
「
日
光
」
は
神
の
人
称
代
名
詞
と
し
て
機
能

し
て
い
る
の
だ
。
日
本
国
の
「
貴
祖
」
は
「
日
精
ナ
リ
」
と
の

序
の
一
文
に
照
応
す
る
わ
け
だ
し
、
「
伊
佐
字
貴
尊
」
の
「
貴
」

も
意
図
的
な
宛
字
で
あ
ろ
う
。
(
中
略
)
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
ノ
尊

と
「
界
常
住
尊
」
。
ナ
ン
ヂ
と
「
日
」
。
和
語
と
漢
語
の
礼
み
・

断
層
が
こ
こ
で
は
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飛
距
離
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
同
時
に
、
特
殊
な
訓
み
に
よ
る
言
葉
の

「
日
誇
貴
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
に
見
る
天
照
大
神
の
両
性
具
有
性

伝
授
も
、

又
v

。

口
伝
法
門
の
重
要
な
事
項
で
あ
っ
た
消
息
を
偲
ば
せ

上
記
の
よ
う
に
独
特
の
訓
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
訓
は
、

一
番
古
い
と
さ
れ
る
真
福
寺
蔵
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
影
印
を
見
る
限

り
、
加
筆
の
可
能
性
が
高
い
。
訓
の
加
筆
以
外
に
も
、
伊
藤
氏
に
よ

る
と
、
(
真
福
寺
本
と
天
理
本
以
外
の
)

他
本
に
は
、
先
に
引
い
た
巻
末
の
「
右
大
臣
従
二
位
神
王
」
の

付
記
に
書
き
加
え
が
行
わ
れ
て
「
聖
師
密
宗
伝
大
神
宮
相

伝
」
血
脈
図
に
改
鼠
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
十
五
の

図
像
は
、
元
亨
年
中
に
度
会
常
良
が
東
西
宝
殿
よ
り
再
発
見
し

た
と
称
す
る
も
の
で
(
『
鼻
帰
書
』
)
、
「
大
神
宮
図
相
伝
」
と
は
、

同
図
相
伝
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に
常
良

に
よ
っ
て
新
た
に
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
と

血
脈
は
、
常
良
自
身
が
関
係
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
が
、
少
な

く
と
も
そ
の
ゆ
か
り
の
者
に
よ
っ
て
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
に
挿

入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
真
福
寺
本
・
天
理
本
以
外
の

本
は
全
て
伊
勢
神
宮
周
辺
で
書
写
相
伝
さ
れ
た
も
の
、
及
び
そ

の
系
統
を
引
く
と
考
え
ら
れ
る
写
本
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
改

鼠
が
神
宮
嗣
周
辺
で
行
わ
れ
た
可
能
性
を
よ
り
補
強
す
る
。
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と
、
血
脈
に
つ
い
て
、
改
鼠
が
見
受
け
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

血
脈
や
訓
が
持
つ
意
味
に
も
大
変
興
味
深
い
が
、
本
稿
で
は
、
訓
を

解
釈
の
参
考
程
度
に
と
ど
め
、
「
本
文
」
を
中
心
に
考
察
を
す
る
こ

と
と
す
る
。

加
筆
や
改
薗
以
外
に
も
山
本
氏
は
、
『
日
誇
貴
本
紀
』
の
特
色
に

つ
い
て
、中
世
の
神
学
者
た
ち
の
多
く
が
夢
み
た
「
大
日
如
来
の
印
文
」

な
る
聖
遺
物
、
元
始
の
海
底
に
眠
る
、
至
高
者
の
残
し
た
聖
な

コ
ア

る
印
章
は
、
中
世
び
と
が
幻
視
し
た
創
世
神
話
の
核
で
あ
る
か

の
よ
う
だ
。
な
か
で
も
「
禁
疏
極
伝
章
」
が
伝
え
る
「
金
輪
」

は
、
そ
の
人
格
的
表
象
と
し
て
「
金
輪
王
」
を
誕
生
さ
せ
た
こ

と
で
、
き
わ
だ
っ
て
個
性
的
で
あ
る
。
(
中
略
)

『
日
韓
貴
本
紀
』
は
、
あ
く
ま
で
も
「
禁
疏
」
つ
ま
り
閉
ざ

さ
れ
た
禁
書
で
あ
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
こ
の
書
物
自
体
が
一
筒

の
聖
な
る
御
物
で
あ
り
、
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
の
集
積
体
な
の
だ
。

秘
密
儀
軌
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト
の
発
生
、
ロ
ゴ
ス
の
覚
醒
の
試

み
は
、
言
語
の
呪
術
性
を
奪
還
し
て
い
く
運
動
で
も
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
-
評
価
し
て
い
る

四

本
論
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
中
の
「
禁
疎
極

伝
章
」
と
い
う
章
で
あ
り
、
こ
の
章
に
つ
い
て
も
山
本
ひ
ろ
子
氏
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

い
っ
そ
う
興
味
を
そ
そ
る
の
は
、
「
禁
疏
極
伝
章
」
の
場
合
、

「
界
常
住
尊
」
が
「
金
輪
王
」
へ
と
化
身
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

中
世
に
あ
っ
て
国
常
立
尊
に
は
い
く
つ
か
の
異
称
が
与
え
ら
れ

て
い
る
が
、
「
金
輪
王
」
と
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
類
を
見
な
い
。

こ
の
「
金
輪
王
」
か
ら
三
世
を
経
た
、
つ
ま
り
孫
ノ
治
世
に
、

金
輪
が
破
れ
て
赤
と
白
の
半
輪
が
出
現
し
た
天
神
第
四
代
の
泥

土
煮
・
沙
土
煮
尊
が
化
生
し
た
と
い
う
。
中
世
神
話
で
は
、
天

神
四
、
五
、
六
代
の
二
神
は
、
男
女
一
対
の
対
偶
神
と
み
な
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
対
偶
神
を
生
み
出
す
働
き
す
べ
て
「
金

輪
王
」
に
帰
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

氏
は
、
界
常
住
尊
か
ら
「
金
輪
王
」
へ
の
化
身
は
、
中
世
神
話
に
お

い
て
ほ
と
ん
ど
類
を
見
な
い
と
し
て
い
る
。
『
日
本
書
記
』
に
お
い

て
国
常
立
尊
は
、

い

に

し

へ

あ

め

っ

ち

い

ま

わ

か

め

を

わ

か

こ

ん

と

ん

と

り

の

こ

古
に
天
地
未
だ
剖
れ
ず
、
陰
陽
分
れ
ず
、
海
沌
に
し
て
鶏
子

ご

と

め

hv
砂

い

き

ざ

し

ふ

く

そ

せ

い

や

う

も

の

の
如
く
、
摂
津
に
し
て
牙
を
含
め
り
。
其
の
清
陽
な
る
者
は
、

た

な

び

あ

め

な

ぢ

ゅ

う

だ

く

と

ど

と

ほ

っ

ち

な

薄
磨
き
て
天
に
為
り
、
重
濁
な
る
者
は
、
流
滞
り
て
地
に
為
る



い

た

せ

い

め

う

が

ふ

せ

ん

た

や

す

ぎ

よ

う

け

つ

に
及
り
て
、
清
妙
の
合
縛
す
る
こ
と
易
く
、
重
濁
の
凝
掲
す
る

治

た

か

れ

あ

め

ま

な

っ

ち

の

ち

き

だ

し

か

の

ち

こ
と
難
し
。
故
、
天
先
づ
成
り
て
地
後
に
定
ま
る
。
然
し
て
後

し

ん

せ

い

な

か

な

に
神
聖
其
の
中
に
生
れ
り
。

か

れ

い

は

ひ

ら

〈

は

じ

く

に

っ

ち

う

か

び

た

だ

よ

た

と

故
日
く
、
開
聞
る
初
め
に
、
洲
壌
の
浮
漂
へ
る
こ
と
、
醤
へ

あ

そ

ぶ

う

を

み

ず

の

う

へ

う

か

ご

と

ば
滋
魚
の
水
上
に
浮
か
べ
る
が
猶
し
。
時
に
天
地
の
中
に
一

も

の

な

か

た

ち

あ

し

か

ぴ

ご

と

す

な

は

か

み

な

く

ド

同

比

に

除

怜

同

物
生
れ
り
。
状
葦
牙
の
知
く
、
便
ち
神
に
化
為
る
。
国
常
立

持
に
件
民
陸
I
l
l
l
h
yじ
戸
|
|
怜
比
ー
ー
ト
I
l
l
l
1い
い

ー

ー

防

r
i
l
l
-
-
-
-
K同
恒
|
|
陣
l

尊
と
号
す
。
至
貴
を
尊
と
日
ひ
、
自
余
を
命
と
日
ふ
。
並
に
美

い
「
」
「
ー
ー
し
同
l
l
-
-ル
協
同
性
協
|
|
除
恰
l
I
l
l
i
-
-
Kド
同
悼
何
回
同
悔
に
h

戸
I
l
l
l
L出
は
K
附

拳
等
と
訓
む
。
下
皆
此
に
倣
へ
。
次
に
国
狭
槌
尊
。
次
に
豊
劉

回

同

医

件

片

い

l

陸

K同
B
I
l
l
-
-
L何
回
同
胤
ー
ー
ド
l
l
b怜
』
「
l
L
F
I
l
l
l
i
-
-

浮
尊
。
凡
て
三
神
な
り
。
所
以
に
此
の
純
男
を
成
す
と
い
ふ
。

(
傍
線
部
稿
者
以
降
同
じ
)

と
、
傍
線
部
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
国
狭
槌
尊
・
豊
掛
淳
尊
と
共
に
、

純
男
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

金
輪
王
で
は
な
い
が
、
似
た
よ
う
な
記
述
を
し
て
い
る
も
の
に
、

『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
第
一
七
「
金
輪
法
事
」
を
あ
げ
て
お
く
。

我
園
劫
初
ニ
大
海
最
底
ュ
大
日
ノ
印
文
有
云
云
其
相
知
何
一
万
云
。

此
事
神
道
ノ
大
事
最
極
ノ
秘
事
也
。
無
二
左
右
一
不
レ
可

-h外一。

タユトコタチミコトフタノミヤニ

所
謂
ル
其
印
ト
者
三
輪
ノ
金
光
也
。
園
常
立
尊
天
宮
御
座
y

天

鉾

下

y

此
下
=
園
ア
カ
ラ
メ
ヤ
ト
云
チ
大
海
最
底
ヲ
深
リ
給
シ

時
。
金
ノ
三
輪
即
山
王
也
。
故
ェ
山
王
金
輪
一
鵠
ト
習
也
。

「
日
誇
貴
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
に
見
る
天
照
大
神
の
両
性
具
有
性

此
三
輪
ハ
即
ハ
密
教
ノ
三
部
也
。
故
ュ
大
日
ノ
印
文
口
侍
口
一
芸

右
記
の
記
述
は
、
国
常
立
尊
が
天
鉾
で
大
海
を
探
る
と
金
の
三
輪
が

見
つ
か
っ
た
話
で
あ
る
が
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
で
は
、
国
常
立
尊
が

金
輪
王
へ
と
成
る
。
こ
の
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
記
事
に
つ
い
て
山
本

ひ
ろ
子
氏
は
、

鉾
が
探
り
あ
て
た
「
金
の
三
輪
」
に
は
、
か
か
る
金
輪
王
と
金

輪
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
し
て
い
る
の
だ
。

と
述
べ
て
い
る
。
『
日
韓
貴
本
紀
』
と
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
と
で
は
設

定
は
異
な
る
が
、
両
者
と
も
国
常
立
尊
と
金
輪
王
の
関
係
を
示
唆
す

る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
本
論
で
は
国
常
立
尊
(
金
輪
王
)

と
天
照
大
神
の
二
神
が
両
性
具
有
で
あ
り
な
が
ら
異
な
る
性
格
を
有

し
て
い
る
問
題
を
中
心
に
触
れ
た
い
。

天
照
大
神
の
両
性
具
有
に
関
し
て
は
、
『
日
誇
貴
本
紀
』
の
次
の

「
現
相
目
前
章
」
の
傍
線
部
に
、
「
二
根
共
に
男
女
を
具
え
、
是
今
の

両
甥
始
也
」
と
い
う
一
文
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

或
説
云
、
其
形
三
面
六
時
六
足
青
黒
y
有
レ
尾
知
レ
龍
三
之
神
類

如
一
色
口
-
諸
根
具
足
尤
根
口
者
口
端
厳
y

身
帯
光
明

勝
空
自
在
飲
食
自
然
y

飽
足
豊
穣
y

長
喬
百
千
歳
云
云

国
常
立
尊
不
知
体
相
、
虫
者
雲
遊
神
、
是
故
号
秋
津
嶋

五
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天
照
太
神

神
心
大
道
果
得
也
、
鳥
者
金
三
立
師
、
馬
鳥

貧
者
、
海
月
自
在
而
賢
三
尺
六
寸
玉

(
中
略
)

玉
面
光
曜
而
身
色
黄
光
也
、
身
量
六
尺
六
寸
、

、υ神賢
聖
直
和
也
、
言
語
無
誕
詐
、
具
二
根
共
男

女
、
是
今
之
雨
甥
始
也
、
天
璽
習
在
之

こ
の
よ
う
に
肉
体
的
に
両
性
具
有
で
あ
る
こ
と
を
説
く
例
は
珍
し
い
。

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
両
性
具
有
性
は
天
照
大
神
の
こ
と
の
み
を
伝

え
て
お
り
、
金
輪
王
(
国
常
立
尊
)
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

し
か
し
、
金
輪
王
か
ら
三
代
後
に
、
金
輸
が
破
れ
て
理
と
智
に
な

り
、
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が
成
る
こ
と
と
、
そ
も
そ
も
国
常
立
尊

が
理
と
智
を
受
け
て
金
輪
王
と
成
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
金
輪
王
も

両
性
具
有
的
性
格
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
天
照
犬
神

と
金
輪
王
(
国
常
立
尊
)
と
の
両
性
具
有
性
に
対
す
る
認
識
の
差
異

は
、
単
な
る
地
の
代
表
が
国
常
立
尊
で
、
天
の
代
表
が
天
照
大
神
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
中
世
期
に
お
い
て
愛
染
明
王
(
金
輪
王

と
同
体
視
さ
れ
て
い
る
)
が
加
何
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
知
る

ム

ノ、

手
懸
か
り
に
な
る
と
考
え
た
。

以
下
の
論
述
は
、
一
、
両
性
具
有
と
神
、
二
、
愛
染
明
王
信
仰
に

つ
い
て
、
三
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
に
お
け
る
愛
染
明
王
の
順
に
展
開

す
る
。

一
、
両
性
具
有
と
神

本
章
で
は
、
本
稿
の
題
名
に
も
し
て
い
る
《
両
性
具
有
》
と
は
い

か
な
る
も
の
で
、
ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
検
証
し
、
日
本
中

世
期
に
お
け
る
神
の
性
別
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

《
両
性
具
有
》
と
い
う
概
念
は
、
西
洋
・
東
洋
を
問
わ
ず
存
在
す

る
。
勿
論
、
日
本
の
『
病
草
紙
』
に
も
登
場
す
る
。

な
か
こ
ろ
み
や
こ
に
つ
、
み
を
く
ひ
に

(
マ
マ
)

く
男
あ
り
か
た
ち
お
こ
と
な
れ
と
も
女
の
す
か
た
に
し
た
る

か
け
て
う
ら
し
あ
り

こ
と
も
あ
り
け
り
人
こ
れ
を
お
ぼ
つ
か
な
か
り
て

よ
る
ね
い

り
た
る
に
ひ
そ
か
に
き
ぬ
を
か
き
あ
け
て
き
け
れ
は
男
女
の
根

も
と
に
あ
り
け
り
こ
れ
二
形
の
も
の
な
り

，a
た
な
り

傍
線
部
の
《
二
形
》
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、

『
病
草
紙
』
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
神
と



同
じ
よ
う
に
考
え
る
に
は
程
遠
い
認
識
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
中

世
期
に
お
い
て
、
《
両
性
具
有
》
が
神
と
も
病
と
も
同
じ
認
識
で
あ

る
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
、
《
両
性
具
有
》
の
も
つ
特
異
性
か
も
知
れ

な
い
が
、
今
回
は
、
神
に
お
け
る
性
に
関
し
て
西
洋
思
想
を
踏
ま
え

て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

西
洋
思
想
に
お
け
る
《
両
性
具
有
》
に
関
し
て
は
、
プ
ラ
ト
ン
が

有
名
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
は
『
饗
宴
』
で
、

ま
ず
第
一
に
諸
君
が
知
っ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
人

ヲ
ユ
シ
ス

聞
の
本
性
(
原
形
)
と
そ
の
経
歴
で
あ
る
。
実
際
原
始
時
代
に

お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
本
性
は
、
現
実
と
同
様
な
も
の
で
は
な
く
、

ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
。
第
一
に
、
人
間
の
性
に
は
三
種
あ
っ

た
、
す
な
わ
ち
現
在
の
ご
と
く
た
だ
男
女
の
両
性
だ
け
で
は
な

く
、
さ
ら
に
第
三
の
も
の
が
、
両
者
の
結
合
せ
る
も
の
が
、
在
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
名
称
は
今
な
お
残
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
自
身
は
す
で
に
消
蹴
し
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
当
時
男

女
と
い
っ
て
、
形
態
か
ら
見
て
も
名
称
か
ら
見
て
も
男
女
の
両

性
を
結
合
し
た
一
つ
の
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
今

は
た
だ
そ
の
名
称
が
罵
倒
の
言
葉
と
し
て
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ

ん。『
日
誇
貴
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
に
見
る
天
照
大
神
の
両
性
具
有
性

と
両
性
具
有
を
第
三
の
性
と
捉
え
て
お
り
、
元
々
人
間
世
界
に
存
在

し
た
性
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
次
に
、
ミ
ル
チ
ャ

l
・
エ
リ
ア
1
デ

に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

地
上
の
ア
ダ
ム
は
天
上
の
原
型
の
一
イ
メ
ー
ジ
に
す
ぎ
な
か
っ

た
の
で
、

彼
も
両
性
具
有
で
あ
っ
た
。

人
類
が
ア
ダ
ム
の
後
商

で
あ
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
、

男
・
女
は
潜
在
的
に
人
間
誰

に
で
も
存
在
し
、

精
神
的
完
成
は
ま
さ
し
く
、

自
己
自
身
の
中

に
こ
の
両
性
具
有
を
回
復
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
最
高

「
精
神
」

た
る
ロ
ゴ
ス
も
、

等
し
く
両
性
具
有
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、

「
動
物
的
、

物
質
的
真
実
の
み
な
ら
ず
精
神
的
真
実
の

最
終
的
統
合
は
、

一
人
の
人
間
、

マ
リ
ア
の
子
イ
エ
ス
に
お
い

て
実
現
さ
れ
る
。
」
(
『
全
異
端
反
駁
論
』
)

こ
れ
は
、

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
神
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

天
照
大

神
に
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

め
に
」

そ
れ
は
、
先
ほ
ど
「
は
じ

に
引
用
し
た
『
日
本
書
紀
』
の
一
文
に
、

う

ひ

ぢ

に

の

み

こ

と

こ

こ

う

ひ

ち

い

す

ひ

ぢ

に

次
に
神
有
り
。
泥
土
責
尊
泥
土
、
此
に
は
子
昆
尼
と
云
ふ
0

・
沙
土

の

み

こ

と

す

ひ

ぢ

う

ひ

ぢ

ね

の

み

こ

と

す

ひ

ち

ね

責
尊
。
沙
土
、
此
に
は
須
毘
尼
と
云
ふ
。
は
泥
土
恨
尊
・
沙
土
根
尊
と
白

お

ほ

と

の

ぢ

の

み

こ

と

あ

る

い

お

ほ

と

の

ペ

す
。
次
に
神
有
り
。
大
戸
之
道
尊
一
に
云
は
く
、
大
戸
之
辺
と
い
ふ
。

お

ほ

と

ま

ペ

の

み

こ

と

お

ほ

と

・

8
0
ζ

の
み
こ
と
必
憾
と
ま
ひ
め
の
み
ζ
と

お

ほ

と

み

・
大
苫
辺
尊
。
亦
は
大
戸
摩
彦
尊
・
大
戸
摩
姫
尊
と
日
し
、
亦
は
大
宮

七
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ぢ
の
み
ζ
と
お
旭
と
み
d
R

の
み
ζ
と

お

も

だ

る

の

み

ζ
と
か
し
こ
ね
の
み
こ
と

道
尊
・
大
宮
辺
尊
と
回
す
。
次
に
神
有
り
。
面
足
尊
・
憧
根
尊
。

あ

や

か

し

こ

ね

の

み

=

と

い

み

か

し

・

の

み

=

と

&
e
か
し
a
m
z
'
ζ

と

亦
は
吾
屋
憧
根
尊
と
回
し
、
亦
は
忌
樋
城
尊
と
日
し
、
亦
は
青
橿
城
栂
尊
と

a
e
a
v
か
し
S
の
あ
ζ
と

い

ざ

怠

告

の

み

ζ
と

い

さ

日
し
、
亦
は
吾
屋
櫨
城
尊
と
臼
す
。
次
に
神
有
り
。
伊
襲
諾
尊
・
伊

な
み
の
み
ζ
と

提
舟
尊
。
(
中
略
)

す

ペ

や

は

し

ら

の

か

み

け

ん

ζ

ん

あ

ひ

ま

じ

な

ζ

の
ゆ
ゑ

凡
て
八
神
な
り
。
乾
坤
の
道
、
相
参
り
て
化
る
。
所
以
に
、

を

と

こ

を

み

な

な

〈

に

の

と

こ

た

ち

の

み

こ

と

い

容

な

さ

の

み

ζ
と

い

さ

此
の
男
女
を
成
す
。
国
常
立
尊
よ
り
、
伊
提
諾
尊
・
伊

な

み

の

み

こ

と

こ

か

む

よ

な

な

よ

い

柴
再
尊
ま
で
、
是
を
神
世
七
代
と
謂
ふ
。

と
あ
る
為
で
あ
る
。
元
々
、

同
一
の
も
の
が
、

次
第
に
二
つ
に
分
か

れ
、
肉
体
的
に
完
全
な
男
女
で
あ
る
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
と
な
る
。

そ
の
肉
体
的
に
完
全
な
男
女
の
結
合
に
よ
り
誕
生
し
た
天
照
大
神
が

両
性
具
有
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神

に
お
い
て
も
精
神
的
完
成
と
い
う
観
点
に
立
て
ば
両
性
具
有
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、

動
物
的
・
物
質
的
の
み
な
ら
ず
精
神
的
真
実
の
最

終
結
合
と
し
て
天
照
大
神
と
い
う
存
在
を
認
識
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

エ
リ
ア
l
デ
は
、

あ
る
女
神
に
つ
い
て
男
女
両
性
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
女
神
が
絶
対
的
存
在
で
あ
り
、

究
極
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ

る
と
い
う
の
と
等
し
い
。

と
も
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
に
お
い
て
、
精
神

八，

的
に
で
は
な
く
「
二
根
共
に
具
え
」
と
は
、
『
病
草
紙
』
に
見
る
よ

う
な
異
形
な
形
容
に
も
関
わ
ら
ず
、
エ
リ
ア
l
デ
が
主
張
す
る
よ
う

な
H

究
極
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
H

を
生
み
出
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
丸
山
真
男
は
、
『
日
本
書
記
』
の
表
現
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

【
叩
}

述
べ
て
い
る
。

命

nwaa

オ
ノ
ゴ
ロ
島
自
体
は
、
二
神
が
引
き
上
げ
た
矛
の
末
か
・
り
し

た
た
り
落
ち
た
塩
の
累
積
し
て
「
成
」
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

二
神
「
非
レ
所
レ
生
」
ざ
る
こ
と
を
後
段
で
、
や
は
り
わ
ざ
わ
ざ

訓
注
し
て
こ
と
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
編
者
は
け
っ
し
て
「
な

る
」
と
「
う
む
」
と
の
実
質
的
相
違
に
無
頓
着
で
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
を
承
知
の
う
え
で
「
園
生
み
」
を

「
な
り
な
り
て
、
な
り
余
れ
る
処
」
と
「
な
り
な
り
て
な
り
合

は
ざ
る
処
」
と
の
交
接
の
結
果
と
し
て
描
い
て
い
る
点
が
大
事

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
神
の
出
現
に
先
立
っ
て
、
お
も
だ
る

の
神
(
『
紀
』
表
記
で
は
面
足
尊
)
が
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
顔
面
を
は
じ
め
人
聞
の
身
体
の

各
部
が
「
成
」
っ
て
ゆ
く
過
程
の
結
果
と
し
て
両
性
の
ち
が
い

が
出
来
た
と
い
う
発
想
で
あ
り
、
そ
の
同
一
線
の
延
長
の
う
え

に
、
た
だ
新
し
い
段
階
と
し
て
、
性
交
に
よ
る
「
生
み
」
の
行



為
へ
と
説
話
は
移
行
す
る
。
同
じ
く
「
う
む
」
の
論
理
に
し
て

も
、
陽
と
陰
と
の
二
元
的
な
対
立
の
結
合
に
よ
る
万
物
の
発
生
、

な
い
し
は
目
的
意
識
的
な
化
育
と
い
う
中
国
的
な
発
想
1

(
以

下
省
略
)

つ
ま
り
、
国
常
立
尊
(
金
輪
王
)
と
天
照
大
神
と
の
両
性
具
有
の
差

異
は
、
完
全
な
男
女
の
肉
体
か
ら
「
誕
生
し
た
」
天
照
大
神
と
「
成

っ
た
」
国
常
立
尊
(
金
輪
王
)
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
天
照
大
神
の
性
別
に
つ
い
て
は
他
に
も
『
日
本
記
一

神
代
巻
取
意
文
』
に
、

(
天
照
)
太
神
宣
夕
、
我
父
母
(
ニ
)
宿
シ
巳
前
ハ
陽
神
也
。

地
ニ
下
リ
、
無
明
ノ
衆
生
ヲ
済
度
ノ
為
(
ニ
)
、
慈
悲
ノ
形
ヲ

以
テ
、
母
ニ
宿
法
ノ
乳
房
ヲ
諸
ノ
衆
生
ニ
与
エ
ン
カ
為
ニ
、
土

ニ
同
シ
、
人
ニ
同
シ
、
慈
悲
ノ
形
ヲ
以
テ
、
今
陰
神
也
。
(
中

略
)
又
、
吾
ヲ
偏
-
一
女
神
ト
思
事
ナ
カ
レ
。
火
大
、
風
大
ノ
姓

ハ
日
輪
也
。
地
大
・
水
大
ノ
姓
ハ
月
輪
也
。
草
木
ノ
姓
ハ
諸
星

タ
リ
。
或
ハ
、
陽
神
ト
シ
テ
男
ニ
変
、
或
ハ
陰
神
ト
シ
テ
女
-
一

変
ス
。

傍
線
部
「
或
ハ
、
陽
神
ト
シ
テ
男
ニ
変
、
或
ハ
陰
神
ト
シ
テ
女
ニ
変

ス
」
と
両
性
具
有
的
性
格
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
神
の
両
性

『
日
韓
貴
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
に
見
る
天
照
大
神
の
両
性
具
有
性

具
有
的
性
格
は
、
謡
曲
『
三
輪
』
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
も

そ
も
日
本
中
世
に
お
け
る
神
の
性
別
に
つ
い
て
田
中
貴
子
氏
が
、

中
世
で
は
し
ば
し
ば
天
照
太
神
の
性
別
が
混
乱
、
も
し
く
は
暖

昧
に
な
る
場
合
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
中
略
)
『
記
紀
』
で

も
女
性
神
と
し
て
の
性
格
付
け
(
い
わ
ば
文
化
的
な
意
味
づ
け

を
持
つ
神
の
性
別
)
は
そ
れ
ほ
ど
強
固
で
な
い
よ
う
に
思
え
る

が
、
か
と
い
っ
て
男
神
や
性
別
を
持
た
な
い
神
と
明
記
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
だ
が
、
鎌
倉
時
代
の
密
教
的
神
道
の
影
響
を
多

分
に
受
け
て
成
立
し
た
和
歌
注
釈
や
『
日
本
書
紀
』
注
釈
で
は
、

天
照
太
神
の
性
別
が
問
題
に
さ
れ
、
と
き
に
男
神
と
し
か
考
え

ら
れ
な
い
記
述
を
し
て
い
る
資
料
も
あ
る
。
(
中
略
)
天
照
太

神
に
と
っ
て
性
別
は
自
在
に
変
化
す
る
も
の
だ
と
い
う
説
も
見

受
け
ら
れ
る
の
で
、
天
照
太
神
の
性
別
は
男
女
の
ど
ち
ら
と
決

め
る
こ
と
の
出
来
な
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
と
ら
え
か
た
を
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

傍
線
部
「
天
照
太
神
の
性
別
は
男
女
の
ど
ち
ら
と
決
め
る
こ
と
の
出

来
な
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
と
ら
え
か
た
を
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
中
世
期
の
認
識
と
し
て
天
照
大
神
は

男
神
で
あ
り
な
が
ら
女
神
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
日
誇
貴
本
紀
』

九
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以
外
で
見
る
両
性
具
有
的
性
格
を
有
し
た
神
は
精
神
的
な
両
性
具
有

性
を
醸
し
出
し
て
い
る
が
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
天
照
大
神
は
、
肉

体
的
に
両
性
具
有
で
あ
る
こ
と
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
天
照
大
神
と
同
じ
く
両
性
具
有
的
性
格
を
有
し
て
い

な
が
ら
両
性
具
有
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
金
輪
王
に
つ
い
て
次
章

で
考
察
し
た
い
。

O 

ニ
、
愛
染
明
王
信
仰
に
つ
い
て

イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が
譲
り
受
け
た
島
に
住
ん
で
い
た
金
輪
王

の
容
貌
は
、
次
に
あ
げ
た
表
『
日
誇
貴
本
紀
』
の
「
禁
疏
極
伝
章
」

に
記
さ
れ
て
い
る
。
(
表
に
は
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
「
禁
疏
極
伝
章
」

と
、
「
禁
疏
極
伝
章
」
の
類
話
を
載
せ
て
い
る
。
類
話
と
は
、
南
北

朝
時
代
頃
に
成
立
し
た
『
大
神
宮
本
縁
』
、
天
文
一
七
年
(
一
五
七

九
)
の
書
写
奥
書
を
も
っ
『
日
本
記
三
輪
流
』
の
二
つ
で
あ
る
。
ま
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メニ: 悲中

d作ir司立晶、I パ
。
人
耳、

た、

『
日
誹
貸
本
紀
』
「
禁
疏
極
伝
昂
」
の
み
、
要
約
を
掲
載
し
て
い

る
が
、
意
味
の
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
不
十
分
な
訳
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
引
用
に
関
し
て
、
返
り
点
な
ど
欠
議
し
て
い
る
部

分
も
あ
る
が
、
原
本
通
り
付
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
神
話
内
の
編

Anv 

み
か
け
は
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
箇
所
で
あ
る
。)

比
較
表
の
傍
線
部

B
に、

「一

而
六
時
赤
色
咲
怒
之
王
成
」
と
あ

る
の
が
、
金
輪
王
の
容
貌
を
記
し
た

一
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

【

u
-

『神
像
絵
巻
』
に
は
、

一
而
六
昨
赤
色
抑
制
臼
愛
染
王
亦
如
芯
輪
明
山
之
口
口
大
染
敬
愛
万

『
H
狩
古
本
紀
』
の
回
議
り
神
話
に

μる
天
附
大
仰
の
向
性
共
有
制

物
足
鉢
也

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
金
輪
王
は
愛
染
明
王
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
理

解
出
来
る
。
ま
た
、
金
輪
王
の
両
組
具
有
性
に
つ
い
て
は
、

『
日
訴

古
本
紀
』
に
お
い
て
金
輪
王
は
国
市
立
尊
が
理
と
智
の
二
法
に
よ
っ

て
成
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ザ
ナ
キ
・

イ
ザ
ナ
ミ

の
二
神
に
閲
し
て
は
、
後
ろ
の
輪
(
金
輪
と
考
え
ら
れ
る
)
が
破
れ

て
赤
白
二
つ
の
輪
と
な
り
、
即
両
日
と
智
紳
と
な
り
イ
ザ
ナ
キ

・
イ
ザ

ナ
ミ
と
い
う
肉
体
的
に
完
成
さ
れ
た
男
女
と

「
成
る
」
。
つ
ま
り、

こ
の
児
女
の
制
格
を
共
に
有
し
て
お
り
二
神
が
派
生
し
た
と
思
し
き
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金
輪
王
は
当
然
、
両
性
具
有
的
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
為
に
、
後
に
傍
線
部
C
「
三
身
和
一
之
精
源
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
プ
ラ
ト
ン
の
よ
う
に
男
(
イ
ザ
ナ
キ
)
・
女
(
イ
ザ
ナ

ミ
)
・
両
性
具
有
(
金
輪
王
)
と
第
一
・
第
二
・
第
三
の
性
と
考
え

ら
れ
る
。
す
る
と
、
二
神
が
、
後
ろ
の
輪
か
ら
成
っ
た
の
も
理
解
出

来
る
。
し
か
し
何
故
、
愛
染
明
王
が
登
場
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
本
章
で
は
探
る
べ
く
、
中
世
期
に
お
け
る
愛
染

明
王
信
仰
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

愛
染
明
王
は
院
政
期
よ
り
修
法
の
仏
と
し
て
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
『
阿
裟
縛
抄
』
巻
一
一
五
「
愛
染
法
」
に
よ
る
と
、

此
法
以
二
東
寺
一
為
レ
本
事
。
柳
有
一
其
故
一
。
慨
尤
多
。
不
レ
可
一

外
聞
一
。
後
冷
泉
院
御
時
。
後
三
条
院
東
宮
御
坐
之
時
。
小
野

成
尊
僧
都
東
宮
ノ
御
持
僧
ニ
テ
御
前
ュ
砥
候
之
時
。
東
宮
御
髪
統
御

之
問
。
御
白
髪
一
筋
続
落
タ
ル
ヲ
御
覧
シ
テ
。
成
尊
ニ
如
何
ユ
ス
ル
祈
ソ
是

見
ョ
ト
被
レ
仰
。
有
二
御
落
涙
気
A
O

成
尊
見
」
此
御
気
色
。
日
来

不
二
存
知
一
候
。
只
任
二
御
運
一
罷
過
候
畢
。
然
者
賜
二
身
暇
一
殊

可
二
祈
請
一
之
由
申
。
入
ユ
龍
本
寺
一
。
愛
染
王
七
箇
日
奉
供
之
問
。

後
冷
泉
院
御
悩
無
b

程
崩
御
。
東
宮
令
ニ
即
位
一
給
了
。
但
御
在

位
不
レ
幾
。
然
而
如
二
御
本
意
一
成
就
云
云
。

四

愛
染
明
王
の
修
法
は
専
ら
東
寺
が
修
し
て
お
り
、
古
い
事
例
と
し
て

は
、
後
三
条
院
が
東
宮
の
折
に
成
尊
が
愛
染
修
法
を
修
し
た
結
果
、

後
三
条
院
が
天
皇
の
座
に
着
く
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

同
じ
く
修
法
の
仏
と
し
て
の
性
格
を
有
し
な
が
ら
、
後
三
一
条
天
皇
の

折
り
と
は
異
な
る
性
格
を
見
せ
始
め
る
の
が
、
覚
禅
(
一
一
四
三

1

(
卸
)

一
一
二
三
)
『
覚
禅
紗
』
「
愛
染
上
」
の
、

侍
聞
諸
仰
本
誓
匡
分
。
菩
薩
悲
願
不
レ
向
。
敬
愛
息
災
之
利
益

皆
具
ス
O

滅
罪
、
招
福
之
功
徳
同
ク
備
ル
雄
レ
然
殊
ニ
和
ヶ
二
夫
婦
之

乗
違
ヲ
一
。
致
ハ
一
一
男
女
之
敬
愛
j
o

無
レ
勝
ル
三
愛
染
明
王
之
悲

願
-
-
一
。
的
殊
ニ
致
シ
一
信
心
ヲ
-
。
白
々
一
来
八
日
4

七
箇
日
之
問
。
率
二

六
日
之
伴
侶
ヲ
O

勤
修
件
法
ヲ
。
可
レ
令
レ
祈
請
悉
地
成
就

之
由
ヲ
一
。
依
二
三
位
殿
仰
一
。
執
達
如
レ
件
。

傍
線
部
「
男
女
の
敬
愛
を
至
る
は
、
愛
染
明
王
の
悲
願
に
勝
る
こ
と

無
し
」
と
い
う
一
文
で
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
性
心
『
稔
祇
経

(
灯
)

秘
要
決
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

染
愛
王
販
一
四
(
党
字
)
表
二
示
ス
二
方
五
股
杵
ヲ
一
。
愛
染
王
ハ
誌

(
党
字
)
二
方
五
股
文
此
記
ノ
意
ハ
染
愛
愛
染
是
二
飽
呉
名

7
0

つ
ま
り
、
染
愛
王
(
男
)
も
愛
染
王
(
女
)
も
一
体
の
異
名
で
、
同

体
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
愛
染
明
王
に
関
す
る



経
由
開
で
あ
る

『
金
剛
峯
桜
問

一
切
論
伽
職
祇
経
』
に
関
係
し
て
い
る
。

『金
剛
峯
楼
閣
一
切
取
伽
聡
祇
緑
』
に
は
、

「一

切
如
来
金
剛
絞
勝
王

義
利
竪
悶
染
愛
王
心
口
問
第
二」

と

「愛
染
王
口
問
第
五
」
が
あ
り
、
こ

れ
が
愛
染
明
王
の
二一
見
性
を
高
め
る
の
に

一
役
目
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
松
長
有
州
民
氏
は
、

『
金
剛
峯
接
聞

一
切
論
伽
総
祇
経
』
に
つ
い

Am》て、

上
下
二
巻
に
分
か
れ
る
場
合
は
、
序
円
山
知

一
よ
り

一
切
如
来
大

勝
金
剛
頂
録
勝
真
実
大
三
昧
耶
円
川
第
八
ま
で
が
上
巻
で
、
金
剛

士
口
符
大
成
就
品
第
九
よ
り
、
大
金
剛
焔
口
降
伏

一
切
摩
怨
口
山
第

寸
こ
ま
で
が
下
巻
に
配
せ
ら
れ
て
い
る
。
胎
磁
的
な
色
彩
の
濃

い
第
九
岡
山
が
下
巻
の
冒
頭
に
配
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
偶
然

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
経
が
わ
が
国
に
お
い
て
、
金
胎
阿

部
に
辿
ず
る
経
典
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
際
史
を
も
つ
こ
と
を
考

え
あ
わ
せ
れ
ば
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

と

『
金
剛
山
唱
桜
間

一
切
檎
伽
輪
祇
経
』
そ
の
も
の
が
金
胎
両
部
を
併

せ
持
つ
作
紅
と
し
て
拠
え
る
こ
と
が
山
山
来
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ

て
い
る
。
愛
染
明
王
の
二
元
制
を
犯
す
も
の
は
他
に
も
多
く
、
成
眠
賢μ
 

《"ザ

(
一
一
て
九λハ
二
i
一
二

夫
レ胎
.
金
争λJ一げ以H只〈
然

b:，各
住
jJ白，白自同同M
却
f
、
川
A

，一未
レ
魁
1
川
大
智
大
悲

『
H
持
貸
本
紀
』
白
岡
崎
り
神
訴
に
は
る
天
附
よ
M

仰
の
削
性
具
有
性

U 

常
事
判
例
制
品
川
将
日
枠
外
お
斗
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門
ュ
一
、
是
陰
陽
ノ
本
初
法
爾
ノ
道
理
也
。
(
中
略
)
理
智
冥
合
赤

〈
ア
〉
白
〈
パ
ン
〉
混
和
y
魂
〈
ウ
ン
〉
識
托
J
中
ュ
所
生
不
二

1
ヲ
名
ニ
大
二
J
、
両
鉢
不
存
全
一
非
一
一

t
o
(中
略
)
理
趣
釈

云
、
由
ニ
稔
伽
法
ノ
中
・
J

依
テ
ニ
一
念
浄
心
相
応

2-一
一
便
チ
証
ス
ニ
真

I
l
l
1
1
1
I
l
l
i
-
-出
「
」
阿

i陣
4
k
r
1
1
1
1
1
1・

加
実
際
j

文
。
由
稔
伽
法
中
者
理
智
父
母
ノ
二
根
交
会
和
合
相

応スルナリ
0

傍
線
部
①
「
理
智
冥
合
、
赤
白
混
和
し
て
魂
中
に
識
托
し
て
所
生
不

二
な
る
を
大
二
と
名
く
」
や
傍
線
部
②
「
理
智
父
母
の
二
根
交
会
和

合
相
応
す
る
な
り
」
と
「
赤
・
白
」
や
「
父
・
母
」
、
「
理
・
智
」
に

準
え
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「
理
・
智
」
や
「
父
・
母
」
は
『
日
韓

貴
本
紀
』
に
記
さ
れ
る
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
に
見
ら
れ

る
特
性
と
似
て
い
る
。
一
方
、
「
赤
・
白
」
に
関
し
て
は
『
諸
尊
図

{
掴
)

像
』
に
図
ー
の
よ
う
な
図
が
存
在
し
、
こ
の
図
の
様
な
愛
染
明
王
に

つ
い
て
覚
禅
の
『
覚
禅
紗
』
に
よ
る
民
、

有
説
云
。
表
2
ニ
爾
頭
愛
染
王
-
也
。
其
像
右
面
白
色
。
左
面
赤

色
。
手
ュ
持
-
L
l
鈷
杵
ヲ
-
云
云

右
面
が
白
色
で
、
左
面
が
赤
色
の
像
を
「
両
頭
愛
染
」
と
呼
ぶ
こ
と

が
記
さ
れ
て
お
り
、
『
諸
尊
図
像
』
の
像
は
、
圏
内
に
書
か
れ
て
い

る
よ
う
に
「
二
頭
愛
染
」
ま
た
は
、
『
覚
禅
紗
』
に
記
さ
れ
る
「
両

一六

頭
愛
染
」
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
と
の
関
係
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
『
日
本
記
三
輪
流
』
二
重
八
「
聞
書
口
決
也
」
に

キ
&
、

此
国
ヲ
藤
浪
ノ
里
ト
云
事
ノ
根
元
ハ
、
伊
勢
J

国
也
。
藤
ノ
中

t
葦
ノ
生

出
テ
タ
リ
シ
カ
ハ
、
藤
ヨ
リ
高
タ
生
タ
リ
シ
故
ュ
、
サ
テ
藤
原
ト
云
也
。

実
=
藤
也
。
故
-
-
藤
浪
J

里
ト
云
。
是
ハ
何
ノ
用
ソ
ト
尋
ヌ
ル
ニ
、

此
国
ハ
敬
愛
成
就
J

国
也
。
今
ノ
藤
ハ
、
本
、
愛
染
也
。
葦
原
ヲ
秘
ス

〔

曲

〕

ト

ル
ユ
ハ
ア
ラ
ズ
。
ナ
ゾ
ラ
へ
テ
藤
浪
J

里
J
モ
、
ヒ
蔵
也
。
夫
、
何

ナ
レ
ハ
男
女
和
合
主
草
木
ヲ
生
長
サ
セ
セ
ン
ト
ス
ル
故
ミ
カ
ツ

ラ
ハ
女
ュ
ヨ
セ
、
一
切
ノ
情
ヲ
結
k

合
ハ
セ
ン
為
也
。
藤
ヲ
ハ
男
-
ヨ

セ
テ
、
情
ヲ
タ
ハ
ネ
ン
ト
ナ
リ
。
是
・
三
ッ
有
。
一
品
ハ
此
方
ノ
谷
1

カ
ナ
彼
谷
J

谷
ε

ハ
イ
渡
ル
ヲ
云
也
。
左
右
ハ
イ
合
タ
ル
、
ク
ズ
カ

ズ
ラ
ヲ
云
也
。
以
J
之
、
可
J
作
ニ
愛
染
j
。
々
々

Z
持
秘
J

愛

染
ヲ
勝
レ
タ
リ
ト
ス
。
持
秘
-
三
一
ッ
有
"
。
即
チ
、
男
持
秘
J

愛
染
ト

申
也
。
惣
テ
我
等
ハ
両
部
和
合

2
時
ヲ
、
超
過
大
日
、
両
頭
ノ

lE陪
田
陣

I
l
l
1
1
1
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
t

愛
申
也
。
父
ノ
淫
ハ
金
、
母
ノ
淫
ハ
胎
。
此
二
和
合
ス
レ
ト

モ
、
男
モ
有
9

女
号
有
"
。
故
，
a

、
両
部
ハ
男
女
也
。
サ
レ
ハ
、
交
会

〔
観
脱
カ
】

セ
ル
ト
云
時
ヲ
超
過
尊
・
両
尊
ト
申
也
。
故
ェ
我
等
二
尊
也
。

藤
ヲ
愛
染
ト
習
事
、
能
々
深
秘
ノ
深
愛
々
々
可
秘
々
々
。
葦
ハ
大
日



加
来
。
口
云
。
我
身
ヲ
愛
染
ト
習
事
、
不
レ
秘
之
一
。
峯
ュ
ハ
エ
ル

玉
カ
ツ
ラ
、
白
雲
木
ノ
事
也
。
師
ノ
云
二
伝
ン
書
-
J

、
於
チ
ハ
レ
之
軽
タ

不
可
他
見
。
可
レ
秘
々
々
云
々

と
、
傍
線
部
「
持
秘
に
も
二
つ
有
り
。
即
ち
、
男
持
秘
の
愛
染
と
申

す
也
。
惣
て
我
ら
は
両
部
和
合
す
る
時
を
、
大
日
超
過
し
、
両
頭
の

愛
染
と
申
す
也
。
父
の
淫
は
金
、
母
の
淫
は
胎
。
此
二
和
合
す
れ
ど

も
、
男
も
有
り
女
も
有
り
、
故
に
、
両
部
は
男
女
也
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
愛
染
明
王
の
特
性
を
記
す
だ
け
で
は
な
く
、
両
頭

愛
染
が
大
日
加
来
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
読
み
取
れ

る
。
二
元
性
を
持
っ
た
愛
染
明
王
が
、
大
日
如
来
の
代
わ
り
に
イ
ザ

ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
に
五
智
の
剣
を
渡
し
国
を
譲
る
と
い
う

『
日
誇
貴
本
紀
』
の
一
連
の
流
れ
は
異
質
で
あ
る
。

無
住
『
沙
石
集
』
巻
第
一
ノ
一
「
太
神
宮
の
御
事
」
で
は
、

去
し
弘
長
季
中
に
、
太
神
宮
へ
詣
で
侍
り
し
に
、
あ
る
神
官
の

語
り
し
は
、
「
当
社
に
は
三
宝
の
御
名
を
言
は
ず
、
御
殿
近
く

は
僧
な
れ
ど
も
詣
で
ざ
る
事
は
、
昔
こ
の
国
い
ま
だ
な
か
り
け

る
時
、
大
海
の
底
に
大
日
の
印
文
あ
り
け
る
に
よ
り
て
、
大
神

宮
御
鉾
さ
し
く
だ
し
て
探
り
給
ひ
け
る
。
そ
の
鉾
の
滴
り
、
露

の
加
く
な
り
け
る
時
、
第
六
天
の
魔
王
遥
か
に
見
て
、
『
こ
の

『
日
韓
貴
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
に
見
る
天
照
大
神
の
両
性
具
有
性

滴
り
国
と
成
り
て
、
仏
法
流
布
し
、
人
、
生
死
を
出
づ
べ
き
相

あ
り
』
と
て
、
失
は
ん
た
め
に
下
り
け
る
を
、
大
神
宮
、
魔
王

に
あ
ひ
て
、
『
我
三
宝
の
名
を
も
言
は
じ
、
身
に
も
近
づ
け
じ
。

と
く
と
く
帰
り
上
り
給
へ
』
と
こ
し
ら
へ
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、

返
り
に
け
り
。

そ
の
御
約
束
を
違
へ
じ
と
て
、
僧
な
む
ど
御
殿
近
く
参
ら
ず
、

社
壇
に
し
て
は
経
を
ば
あ
ら
は
に
は
持
た
ず
。
三
宝
の
名
を
も

正
し
く
言
わ
ず
。
仏
を
ば
た
ち
す
く
み
、
経
を
ば
染
め
紙
、
堂

を
ば
こ
り
た
き
な
む
ど
言
ひ
て
、
外
に
は
仏
法
を
う
と
き
事
に

し
、
内
に
は
三
宝
を
守
り
給
ふ
こ
と
に
て
御
座
す
。
故
に
我
が

国
の
仏
法
は
偏
に
大
神
宮
の
御
方
便
に
よ
れ
り
。

の
よ
う
な
天
照
大
神
と
第
六
天
魔
王
の
約
諾
神
話
が
描
か
れ
て
お
り
、

大
日
加
来
の
印
文
を
天
照
大
神
が
見
つ
け
る
と
い
う
構
図
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
先
程
も
記
し
た
よ
う
に
『
日
韓
貴
本
紀
』

な
ど
で
は
、
天
照
大
神
で
も
大
日
如
来
で
も
な
く
、
愛
染
明
王
が
登

場
す
る
。
こ
れ
は
、
『
沙
石
集
』
と
閉
じ
中
世
期
に
造
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
な
が
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
愛
染
明
王
に
大
役
を
任
せ
る
神
話
を
作

成
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
世
期
に
お
け
る
愛
染
明
王
の
存
在
意
義

を
表
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

七
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こ
の
大
日
加
来
と
愛
染
明
王
の
関
係
を
具
現
化
し
た
も
の
が
、
東

(
担
)

大
寺
と
西
大
寺
と
い
う
空
間
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
東
大
寺
は
、

鎌
倉
期
に
重
源
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
大
仏
殿
内
に

「
両
界
堂
」
が
造
営
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
創
建
時
の
大
仏
殿
内
に
は

見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
大
仏
も
華
厳
教
主
と
し
て
で
は
な
く
大

日
加
来
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
西
大
寺
に

は
、
重
源
が
意
識
し
て
い
た
と
は
考
え
な
い
が
、
叡
尊
が
愛
染
明
王

を
安
置
す
る
。
叡
尊
の
弟
子
で
あ
る
忍
性
が
重
源
か
ら
続
く
東
大
寺

勧
進
職
に
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
東
大
寺
の
大
日
如
来
を

意
識
し
、
西
大
寺
に
愛
染
明
王
を
安
置
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
が
東
大
寺
の
「
両
界
堂
」
で
あ
り
、
マ

ク
ロ
コ
ス
モ
ス
が
東
大
寺
・
西
大
寺
と
い
う
存
在
で
は
な
い
か
と
考

え
た
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
中
世
神
話
に
お
い
て
愛
染
明
王

が
、
五
智
の
剣
を
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
に
授
け
る
の
も
理

解
が
出
来
る
。

ま
た
、
両
性
を
併
せ
持
つ
存
在
と
し
て
も
愛
染
明
王
は
適
任
だ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
先
ほ
ど
取
り
上
げ
た
史
料
に
も

見
る
こ
と
が
出
来
る
「
陰
陽
・
父
母
(
男
女
)
・
赤
白
・
理
智
」
を

愛
染
明
王
が
具
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
具
え
て
い
る
愛

/¥ 

染
明
王
(
金
輪
王
)
の
後
ろ
の
輪
が
破
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
赤
白
二

つ
の
輪
と
な
り
イ
ザ
ナ
キ
(
理
・
陽
)
、
イ
ザ
ナ
ミ
(
智
・
陰
)
と

成
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

次
に
、
『
日
誇
貴
本
紀
』
で
愛
染
明
王
が
加
何
に
描
か
れ
て
い
る

の
か
、
『
大
神
宮
本
縁
』
や
『
日
本
記
三
輪
流
』
と
比
較
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

ニ
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
に
お
け
る
愛
染
明
王

『
日
詳
貴
本
紀
』
と
『
大
神
宮
本
縁
』
・
『
日
本
記
三
輪
流
』
が
類

話
を
載
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た
が
、
『
日
韓
貴
本

紀
』
と
『
大
神
宮
本
縁
』
・
『
日
本
記
三
輪
流
』
で
大
き
く
違
う
点
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
「
愛
生
門
」
を
出
る
対
象
で
あ
る
。
『
日
誇
貴
本
紀
』

は
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
で
あ
る
が
、
『
大
神
宮
本
縁
』

や
『
日
本
記
三
輪
流
』
で
は
、
金
輪
王
が
「
愛
生
門
」
か
ら
出
た
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

再
び
、
比
較
表
の
傍
線
部
A
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
先
程
も
簡

単
に
触
れ
た
が
、
後
輪
が
破
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
と
、

傍
線
部
C
「
三
身
和
一
之
精
源
」
と
波
線
部
「
生
死
前
後
三
昧
」
に



つ
い
て
の
考
察
を
し
て
お
き
た
い
。
金
輪
王
は
、
「
生

死
前
後
三
昧
」
を
受
け
て
金
輪
宮
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
生
が
前
輪
で
死
が
後
輪
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
る

と
、
「
愛
生
門
」
を
反
対
側
か
ら
見
た
「
染
死
門
」
が
存
在
し
て
も

不
思
議
で
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
古
事
記
』
に
よ
る
と
、

い

ざ

な

き

の

み

こ

と

の

り

た

ま

う

つ

く

あ

も

み

こ

と

な

む

伊
耶
那
岐
命
の
詔
ひ
し
く
、
「
愛
し
き
我
が
な
に
妹
の
命
、
汝

ち

し

か

せ

あ

れ

ひ

と

ひ

ち

い

ほ

う

ぷ

や

た

然
為
ば
、
吾
一
日
に
千
五
百
の
産
屋
を
立
て
む
」
と
の
り
た
ま

こ

こ

も

ち

ひ

と

ひ

か

な

ら

ち

た

り

し

ひ

と

ひ

か

な

ら

ち

ひ
き
。
是
を
以
て
、
一
日
に
必
ず
千
人
死
に
、
一
日
に
必
ず
千

い

ほ

た

り

う

ま

五
百
人
生
る
る
ぞ
。

と
記
さ
れ
い
る
。
(
『
日
本
書
紀
』
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
で
あ
る
。

『
日
韓
貴
本
紀
』
は
『
日
本
書
紀
』
を
基
本
に
し
て
制
作
さ
れ
て
い

る
が
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
最
後
に
「
四
部
神
書
」
と
し
て
、
『
古
事

記
』
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
『
古
事
記
』
も
重
要
視

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
)
こ
の
記
述
に
つ
い
て
神
野
志
隆
光

氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

人
が
よ
り
多
く
生
ま
れ
、
よ
り
少
な
く
死
ぬ
こ
と
の
調
れ
で
あ

る
。
人
間
の
死
の
起
源
の
神
話
と
い
っ
て
も
よ
い
。

つ
ま
り
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
と
生
・
死
が
関
係
あ
る
な

「
愛
生
門
」
の
反
対
に
は
「
染
死
門
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

そ
も
そ
も
、

ら
ば
、

『
日
誇
貴
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
に
見
る
天
照
犬
神
の
両
性
具
有
性

と
も
彼
ら
を
登
場
さ
せ
る
所
以
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
考
え
た
時
、
『
大
神
宮
本
縁
』
や
『
日
本
記
三
輪
流
』
の
よ

う
に
金
輪
王
が
「
愛
生
門
」
を
出
る
よ
り
も
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
訓

を
参
考
に
す
る
と
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が
「
愛
生
門
」
を
出
た

方
が
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。
も
し
、
金
輪
王
が
、
「
愛
生
門
」
か

ら
出
て
こ
ら
れ
る
と
、
死
↓
生
に
出
て
き
た
こ
と
に
な
り
、
二
神
は

日
本
は
黄
泉
の
国
に
誕
生
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か

生
↓
死
に
、

ね
な
い
。

ま
た
、
三
身
和
一
の
精
源
と
は
、
金
輪
王
・
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ

ミ
の
三
身
で
あ
り
(
男
・
女
・
両
性
具
有
)
こ
れ
ら
が
一
つ
に
な
る

こ
と
に
よ
り
、
国
を
治
め
る
こ
と
に
な
る
。
先
ほ
ど
、
「
愛
生
門
」

の
対
象
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
傍
線
部
D
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が

「
愛
生
門
」
か
ら
出
た
と
す
る
と
死
↓
生
に
出
た
こ
と
に
も
繋
が
る
。

も
し
く
は
、
こ
の
時
初
め
て
二
神
が
生
を
受
け
た
と
も
解
釈
で
き
る
。

し
か
し
、
二
神
が
「
愛
生
門
」
を
出
た
と
す
る
『
日
韓
貴
本
紀
』

通
り
解
釈
す
る
と
、
金
輪
王
の
消
息
が
不
明
と
な
る
。
本
文
内
で
、

金
輪
王
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
渓
嵐
拾
葉

(
抑
)

集
』
巻
第
二
十
一
に
、

第
六
平
等
王
事

小
野
口
云
。
平
等
王
者
愛
染
王
也
。
件
摘
釈

九
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件
惹
真
言
是
也
。
委
曲
ハ
地
蔵
問
法
身
讃
可
レ
見
レ
之
。
不
空
誇

尋
云
。
以
コ
愛
染
王
一

名
ニ
平
等
王
一
所
見
謹
情
探
知
何
般
若
寺
僧
正
相
績
云
。
愛
染
薩

嬰
ゴ
下
成
闇
壬
一
。
(
中
略
)
寛
空
右
口
侍
。
愛
染
王
法
次
ニ
在
レ
之
。

二
尊
可
レ
有
一
一
平
等
王
ノ
名
也
御
抄
云
。
平
等
王
炎
魔
王
ノ
名
也
。

秘
秘

傍
線
部
「
愛
染
明
王
次
に
之
在
り
。
二
尊
平
等
王
の
名
有
可
也
。
御

抄
云
、
平
等
王
炎
魔
王
の
名
也
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
愛
染
明
王
に
平
等
王
と
い
う
異
名
が
存
在
し
た
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
村
山
修
一
氏
は
、
三
輪
明
神
に
造
ら

(
甜
)

れ
た
平
等
寺
と
の
関
係
か
ら
、

平
等
王
は
愛
染
明
王
の
異
名
で
あ
り
、
閤
魔
王
の
化
現
と
さ
れ

る
。
そ
の
意
味
か
ら
平
等
寺
に
お
け
る
愛
染
堂
の
存
在
は
重
要

で
あ
り
、
愛
染
明
王
の
ご
と
き
も
は
や
く
三
輪
別
所
に
ま
つ
ら

れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
か
。

と
述
べ
て
い
る
。
三
輪
流
に
関
し
て
の
思
想
と
し
て
も
興
味
深
い
が
、

本
稿
で
は
興
味
深
い
程
度
に
と
ど
め
て
お
く
。

愛
染
明
王
の
別
名
に
、
平
等
王
(
閤
魔
王
)
と
同
体
視
す
る
思
想

が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
金
輪
王
(
愛
染
明
王
)
を
死
の
世
界
を
司

O 

る
王
と
し
、
生
の
世
界
は
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
よ
り
将
来
的
に
天

照
大
神
が
治
め
る
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
両
性
具
有
性
に
よ
っ
て
世

界
が
統
括
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
「
愛

生
門
」
は
「
染
死
門
」
と
表
裏
一
体
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
愛
染
明
王
が
持
つ
二
元
性
で
も
あ
り
、
金

輪
王
が
「
生
死
前
後
三
昧
」
を
受
け
て
金
輪
宮
に
住
ん
で
い
た
所
以

で
は
な
か
ろ
う
か
。
(
他
の
二
神
話
で
は
「
愛
生
染
死
三
昧
」
)
生
も

死
も
司
る
王
か
ら
二
神
は
生
を
受
け
持
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
物
語
る
か
の
よ
う
に
、
は
じ
め
「
日
」
は
金
輪
王
自
身
の

こ
と
を
表
し
て
い
た
の
に
、
二
神
が
「
愛
生
門
」
か
ら
出
て
「
五
智

の
鋼
」
を
手
に
し
た
時
、
「
日
光
」
は
二
神
の
こ
と
に
変
わ
っ
て
い

る。
ま
た
、
今
回
、
「
於
一
此
島
-
一
、
産
開
、
太
二
神
道
一
覚
-
一
、
-U
暗一。」

を
、
「
日
光
は
、
此
嶋
に
お
い
て
神
道
を
産
み
育
て
、
広
め
、
核
な

る
秘
密
を
さ
と
り
な
さ
い
。
」
と
訳
し
た
の
は
、
こ
の
「
日
光
」
に

関
係
す
る
。
こ
の
「
日
光
」
は
後
に
、
二
神
か
ら
誕
生
す
る
天
照
大

神
の
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。



お
わ
り
に

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
は
じ
め
に
問
題
と
し
て
あ
げ
た
、
金

輪
王
(
愛
染
明
王
)
と
天
照
大
神
と
の
両
性
具
有
性
の
相
違
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
愛
染
明
王
が
持
つ
二
元
性
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

愛
染
明
王
の
二
元
性
と
は
、
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
稔
伽
磯
祇
経
』

が
「
一
切
如
来
金
剛
最
勝
王
義
利
堅
固
染
愛
王
心
品
第
二
」
と
「
愛

染
王
品
第
五
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
中
世
期
に

は
染
愛
王
と
愛
染
王
を
同
体
視
す
る
思
想
が
生
ま
れ
た
。

大
日
加
来
や
天
照
大
神
と
の
同
体
に
関
し
て
も
中
世
期
に
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
愛
染
明
王
の
光
背
が
日
輪
で
あ
る
こ
と
も

大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
り
、
染
愛
王
と
愛
染
王
と
い
う
二
元
性
は

既
に
男
女
で
あ
り
、
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
両
界
で
も
あ
る
こ
と
に
由

来
す
る
。
愛
染
明
王
は
、
こ
の
二
元
性
の
上
に
存
在
す
る
尊
格
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
中
世
神
話
に
登
場
す
る
金
輪
王
・
天
照
大
神
の
性

格
と
重
な
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
愛
染
明
王
は
、
院
政
期
に
お
い
て
は
、
修
法
の
中
の
仏

『
日
韓
貴
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
に
見
る
天
照
大
神
の
両
性
具
有
性

で
あ
っ
た
が
中
世
期
に
お
い
て
、
そ
の
形
容
と
二
元
性
に
よ
り
大
日

如
来
や
天
照
犬
神
と
の
同
体
を
成
し
遂
げ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
愛

染
明
王
の
二
元
性
の
中
に
含
ま
れ
る
両
性
具
有
性
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
考
え
る
。

こ
の
両
性
具
有
性
は
、
愛
染
明
王
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
『
日
韓
貴
本
紀
』
内
で
は
、
天
照
大
神
が
こ
の
祖
で
あ
る
と
説
い

て
い
る
。
類
話
で
あ
る
『
大
神
宮
本
縁
』
や
『
日
本
記
三
輪
流
』
に

見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
独
自
の
記
述
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
類
話
で
あ
り
な
が
ら
、
他
の
二
つ
の
神
話
と
天
照
大
神
の

捉
え
方
に
は
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に
他
の
二
つ

の
神
話
で
「
我
」
が
、
初
め
は
金
輪
王
で
あ
っ
た
の
に
、
途
中
か
ら

天
照
大
神
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
天
照
大
神
の
両
性

具
有
性
は
伝
わ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
は
あ
え
て
別

記
す
る
必
要
が
あ
っ
た
、
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

両
性
具
有
で
あ
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
記
紀
神
話
に
見
ら
れ
る

近
親
相
姦
の
よ
う
な
禁
忌
の
中
に
存
在
す
る
究
極
美
(
も
し
く
は
、

エ
リ
ア
l
デ
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
究
極
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
)
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
究
極
美
は
、
金
輪
王
と
天
照
大

神
で
は
違
う
。
金
輪
王
は
、
元
々
国
常
立
尊
が
成
っ
た
姿
で
あ
る
。
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一
方
、
天
照
大
神
は
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
に
よ
り
(
『
日
韓
貴
本

紀
』
が
基
に
し
た
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
)
誕
生
し
た
両
性
具
有

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
完
全
な
る
男
女
に
よ
り
生
を
受
け
た
の
で
あ
る

か
ら
、
自
然
発
生
的
に
誕
生
し
た
金
輪
王
と
は
性
格
が
異
な
り
、
天

照
大
神
の
方
が
よ
り
完
全
な
存
在
と
な
る
。
そ
の
存
在
を
、
金
輪
王

と
混
同
し
て
描
く
こ
と
は
、
同
じ
両
性
具
有
で
あ
る
か
ら
仕
方
な
い

部
分
も
あ
る
が
、
潜
在
的
に
秘
め
ら
れ
た
天
照
大
神
の
性
格
ま
で
も

が
歪
ん
で
し
ま
う
。
金
輪
王
は
愛
染
明
王
の
こ
と
で
あ
る
が
、
愛
染

明
王
も
男
女
か
ら
誕
生
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
天
照
大
神
よ
り
先
に
、

両
性
具
有
的
性
格
を
有
し
て
登
場
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
男
女

か
ら
誕
生
し
た
両
性
具
有
と
は
異
な
る
た
め
に
、
本
文
内
で
何
も
記

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

ま
た
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
の
タ
イ
ト
ル
が
大
日
婁
貴
つ
ま
り
天
照

大
神
を
表
す
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
天
照
大
神
を
重
要
視
さ
れ
る
の

は
当
然
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
愛
染
明
王
の
名
は
『
日
韓
貴

本
紀
』
に
見
ら
れ
な
い
が
、
愛
染
明
王
が
中
世
期
に
お
い
て
天
照
大

神
に
匹
敵
す
る
両
性
具
有
的
正
確
を
持
ち
、
大
日
加
来
の
名
代
を
も

果
た
す
尊
格
で
あ
っ
た
こ
と
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
れ
以
外
に
も
、
伊
藤
氏
が
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
神
道
切
紙

か
ら
『
日
韓
貴
本
紀
』
が
編
集
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
編
集
さ
れ

た
際
に
天
照
大
神
の
両
性
具
有
性
の
み
な
ら
ず
、
特
性
に
つ
い
て
考

慮
し
た
上
で
題
名
が
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
題
名
に
つ
い
て
も

『
日
韓
貴
本
紀
』
だ
け
で
は
な
く
、
『
日
域
本
紀
』
と
記
す
本
文
も
あ

る
。
ま
た
、
訓
に
関
し
て
も
ミ
シ
ェ
ル
・
フ

l
コ
l
が
「
注
釈
の
無

限
の
任
務
は
、
解
釈
が
実
際
に
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
全
容
を
い
つ

の
日
か
あ
き
ら
か
に
す
る
は
ず
だ
と
い
う
約
束
に
よ
っ
て
、
不
安
を

免
れ
て
い
る
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
ま
た
、
「
知
に
固
有
な
も
の
は
、

見
る
こ
と
で
も
証
明
す
る
こ
と
で
も
な
く
、
解
釈
す
る
こ
と
な
の
だ
」

と
述
べ
て
い
る
の
に
通
ず
る
思
い
に
よ
る
と
考
え
、
今
後
の
課
題
と

し
て
い
き
た
い
。

注
(
l
)

伊
藤
聡
氏
「
『
日
韓
貸
本
紀
』
に
つ
い
て
ー
そ
の
翻
刻
と
解
題
|
」

(
『
古
典
遺
産
』
第
四
十
四
号
・
一
九
九
四
年
)
。

(
2
)
阿
部
泰
郎
氏
・
山
崎
誠
氏
編
集
・
真
福
寺
普
本
叢
刊
第
六
巻
・

『
両
部
神
道
集
』
所
牧
『
日
韓
貴
本
紀
』
(
臨
川
書
庖
・
一
九
九
九
年
)

(
3
)

前
掲

(
2
)
『
日
詩
貴
本
紀
』
に
同
じ
。

(
4
)

前
掲

(
l
)
伊
藤
氏
論
文
に
同
じ
。

(
5
)
伊
藤
聡
氏
「
『
両
部
神
道
集
』
解
題
」
(
『
両
部
神
道
集
』
・
五
五
三

頁
i
五
五
六
頁
)
。



(
6
)

前
掲

(
5
)
伊
藤
氏
論
文
に
同
じ
。

(
7
)

前
掲

(
5
)
伊
藤
氏
論
文
に
同
じ
。

(
8
)

山
本
ひ
ろ
子
氏
「
至
高
者
た
ち
」
(
山
折
哲
雄
編
『
日
本
の
神
1
・

神
の
始
原
』
所
牧
・
平
凡
社
・
一
九
九
五
年
・
三
二
一
頁
5
三
二
二

頁)。

(
9
)

前
掲

(
5
)
伊
藤
氏
論
文
、
五
五
五
頁
:
五
五
六
頁
。

(
叩
)
前
掲

(
8
)
山
本
氏
論
文
、
三
二
八
頁
i
三
三
六
頁
。

(
U
)

前
掲

(
8
)
山
本
氏
論
文
、
三
二
三
頁
。

(
ロ
)
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
』
。

(
お
)
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
七
六
巻
・
続
諸
宗
部
七
。

(
U
)

前
掲

(
2
)
山
本
氏
論
文
、
三
二
七
貰
。

(
日
)
小
松
茂
美
編
・
日
本
絵
巻
大
成
7
『
餓
鬼
草
紙
・
地
獄
草
紙
・
病

草
紙
・
九
相
詩
絵
巻
』
中
央
公
論
社
・
一
七
五
頁
。

(
凶
)
プ
ラ
ト
ン
『
饗
宴
』
(
久
保
勉
氏
訳
『
饗
宴
』
・
岩
波
書
庖
・
二

O

O
三
年
・
七
八
頁
)
。

(
口
)
エ
リ
ア
・
l
デ
著
作
集
第
六
巻
『
悪
魔
と
両
性
具
有
』
(
宮
治
昭
氏

訳
『
悪
魔
と
両
性
具
有
』
・
せ
り
か
書
房
・
一
九
八
一
年
・
一
三
四

頁
。
)

(
M
)

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
』
。

(
印
)
ミ
ル
チ
ャ

l
・
エ
リ
ア
l
デ
「
地
母
神
と
宇
宙
的
な
聖
体
婚
姻
」

(
岡
三
郎
氏
訳
『
神
話
と
夢
想
と
秘
儀
』
・
国
文
社
・
一
九
八
二
年
・

二
三
五
頁
)
。

(
却
)
丸
山
真
男
「
歴
史
意
識
の
「
古
層
」
」
(
同
氏
著
『
忠
誠
と
反
逆
』

筑
摩
書
房
・
一
九
九
八
年
・
三
六
七
頁
)
。

『
日
韓
貴
本
紀
』
の
国
譲
り
神
話
に
見
る
天
照
大
神
の
両
性
具
有
性

(
幻
)
伊
藤
正
義
氏
「
日
本
記
一
神
代
巻
取
意
文
」
(
『
人
文
研
究
』
第

二
十
七
巻
第
九
分
冊
・
一
九
七
五
年
)
。

(m)
田
中
貴
子
氏
「
女
神
考
|
謡
曲
「
三
輪
」
に
お
け
る
神
の
性
」

(
『
日
本
の
美
学
』
二
十
一
号
・
一
九
九
四
年
)
。

(
羽
)
『
日
韓
貴
本
紀
』
↓
真
福
寺
善
本
叢
刊
・
第
六
巻
『
両
部
神
道
集
』
・

一
九
九
九
年
。

『
大
神
宮
本
縁
』
↓
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
金
沢
文
庫
の
中

世
神
道
資
料
』
一
九
九
六
年
。

『
日
本
記
三
輪
流
』
↓
真
福
寺
普
本
叢
刊
・
第
七
巻
『
中
世
日
本

紀
集
』
・
一
九
九
九
年
。

「
は
じ
め
に
」
で
少
し
触
れ
た
が
、
『
日
本
記
三
輪
流
』
を
比
較
に

あ
げ
た
の
は
、
三
輪
流
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
そ

う
考
え
た
の
は
、
『
日
韓
貴
本
紀
』
が
神
玉
に
仮
託
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
神
王
は
「
ミ
ワ
オ
ウ
」
と
読
む
。
「
神
H
ミ
ワ
」
と
い
う
音

は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
神
玉
へ
の
仮
託
書
が
見
あ
た
ら
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
検
証
は
難
し
い
が
、
今
後
、
中
世
期
の
愛
染
明
王
信
仰
と

三
輪
流
と
い
う
信
仰
集
団
へ
の
再
検
討
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
今
回
は
、
伊
藤
氏
の
ご
指
摘
の
通
り
、
『
日
諒
貴
本
紀
』

が
「
神
道
切
紙
」
か
ら
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
、

比
較
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

(
泊
)
妙
法
院
史
研
究
会
編
『
古
記
録
・
古
文
書
』
第
六
巻
(
吉
川
弘
文

舘
-
一
九
八
一
年
・
四

O
頁
1
四
一
頁
)
。

(
お
)
『
新
修
大
正
大
蔵
経
』
。

(
お
)
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
。



園
文
筆
論
叢

第
五
十
四
輯

(
幻
)
『
真
言
宗
全
書
』
第
五
。

(
m
ぬ
)
松
長
有
慶
著
作
集
第
二
巻
『
イ
ン
ド
密
教
の
構
造
』
(
法
蔵
館
・

一
九
九
八
年
・
二
五
一
頁
1
二
六

O
頁)。

(
却
)
守
山
聖
真
氏
『
立
川
邪
教
と
そ
の
社
会
的
背
景
の
研
究
』
の
「
付

編
『
纂
元
面
授
と
に
よ
る
。
五
二
九
頁
。

(
却
)
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
研
究
報
告
書
『
図
像

蒐
成
政
』
十
一
頁
。

(
出
)
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
。

(
回
)
前
掲

(
1
)
『
日
本
記
三
輪
流
』
。

(
お
)
『
新
編
古
典
文
学
全
集
五
十
二
』
。

(
M
)

拙
稿
「
『
愛
染
王
紹
隆
記
』
に
お
け
る
愛
染
信
仰
l
法
勝
寺
関
連

説
話
を
中
心
に
l
」
(
大
取
一
馬
編
・
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢

書
『
中
世
の
文
学
と
思
想
』
・
二

O
O八
年
)
。

(
お
)
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
一
』
。

(
お
)
神
野
志
隆
光
氏
「
古
代
天
皇
神
話
」
同
氏
著
(
『
古
事
記
と
日
本

四

書
紀
』
講
談
社
・
一
九
九
九
年
・
六
三
頁
)
。

(
幻
)
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
。

(
お
)
村
山
修
一
氏
「
神
仏
習
合
の
歴
史
的
素
地
と
三
輪
流
神
道
の
形
成
」

(
同
氏
著
『
習
合
思
想
史
論
考
』
塙
書
房
・
一
九
八
七
年
・
三
一
二

頁)。

(
鈎
)
ミ
シ
ェ
ル
・
フ

l
コ
1

「
世
界
と
い
う
散
文
」
(
渡
辺
一
民
氏
・

佐
々
木
明
氏
訳
『
言
葉
と
物
l
人
文
科
学
の
考
古
学
』
二

O
O六
年
・

六
六
頁
1
六
七
頁
)
。

〔
付
記
〕本
稿
は
、
平
成
二

0
年
度
傍
教
文
学
会
・
本
部
五
月
例
会
に
お
い

て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
、
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、

ご
教
示
下
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
方
に
は
、
こ
の
場
を
か
り
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
)




